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第８７号        ２０２２年  ４月  １日 

《 理   念 》 

神山復生病院は キリストの愛に基づいて 病める人も健やかな人も 神によって創られた人間として 

喜びも苦しみも共にしながら 一人ひとりの命を大切にし 希望をもって医療と福祉に献身します 

神山復生丸 

                                                                                                              理事長 広瀬研吉 
 
令和４年度という新しい年度を迎えました。１年前のこの頃は、運営・経営的には大変苦しい

状況でした。職員の皆さんお一人お一人の方がよく耐えてがんばっていただきました。心から感

謝申し上げます。先のことが約束されていて、がんばっていくことはある程度できますが、先が

見えない中でがんばっていくことは容易ではありません。職員の皆さんお一人お一人のがんばり

があって、この新年度を迎えることができました。 

私達は、「神山復生丸」という船に一緒に乗っているようなものだと思います。皆さんお一人

お一人がそれぞれの持ち場でその職責を果たしていただくことによって、神山復生丸は前に進ん

でいくことができます。では、神山復生丸は、どこに向かって進んでいるのでしょう。皆さんお

一人お一人がそれぞれの持ち場で善い仕事をしていただいておりますので、私は、神山復生丸

は、「善い地」に向かって進んでいっていると信じております。 

 



 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

新任医師紹介 

 中原 秀人 医師 

      出身地 ： 神奈川県 

      趣 味 ： 水泳 

      専門科目： 在宅診療 ・ 内科 

 

神山復生会 成果・研究発表会 

マリアの家で丁寧に陶器の器に盛られた食事を見て、食事を大切にしていると感

じ、マリアの家での取組を皆さんに知ってもらえたらと思いテーマを決めました。

この成果発表するにあたり、原稿作成に時間がかかりました。自分の語彙力のなさ

に、何度もくじけそうになりましたが、一緒に勤務する職員の皆さんに助けていた

だき、完成させることができました。神山復生病院には、15 年勤務しております

が、成果発表とは無縁の日々だった為いろいろ振り返ることが出来ました。感無量

です。パワーポイントの資料作りは楽しかったです。一緒に成果発表をした皆さん

の、あたたかい応援で、落ち着いて発表も出来ました。 
今回、発表の機会をいただき、ありがとうございました。 

「食事摂取推進の働きかけ」              マリアの家 介護福祉士 勝又美智代 

私の仕事は、看護師でも介護士でもなく、看護補助者である。看護補助者とは何なの

か、改めて知りたくなり、このテーマを選びました。看護補助者の仕事は、患者様に直

接関わるケアはもちろん、直接関わらないケアまで、多岐にわたる仕事であることが分

かりました。これからも、患者様を支えるチームの一人として、この仕事を続けていき

たいと思いました。 

「看護補助者と介護士の違いから考えられる看護補助者の役割について」 
ホスピス 看護補助 戸田香織 

3 月 10 日に令和 3 年度 神山復生会 成果・研究発表会が行われました。  

 22年間伊東市にある透析クリニックで内科外来と在宅診療に従事したのち 2022年 1月から

神山復生病院に勤務させていただいています。こちらでは現在ホスピス病棟の担当と外来診療

を行っています。ゆくゆくは御殿場市で不足しているように見受けられる在宅診療にも携われ

たら良いかなと考えています。よろしくお願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高齢化の進展や人生観の多様化に伴い、我が国においてもアドバンスケアプランニ

ング（ＡＣＰ）の重要性は高まっています。ホスピス病棟で働く私たちは日々終末期

の患者に関わっています。その中で患者本人の意思より家族の意見が優先されてしま

う事や、患者の意向が尊重出来ていないと感じる事もあり、看護師の介入が必要で

す。より良い緩和医療を提供するために職員自身がさらにＡＣＰに対する知識理解や

経験を深め、今後も患者様、ご家族の思いに寄り添った看護の提供に繋げていきたい

です。 
 

当院では、２０２１年 4 月１９日から医療従事者へのワクチン接種が始まり、７月

から１１月末にかけては個別接種や法人外施設でのワクチン接種に対応しました。 

外来は「ワクチン接種を希望する人が、安心・安全・円滑に接種を受けられる」を目

標にあげ、当院でできるやり方を模索、検討、実施してきました。今回の研究で行っ

た取り組みを振り返り、独自の手順書作成が安全なワクチン準備やワクチン調整時の

エラー防止に有効なことがわかりました。しかし、目標を達成させるためには情報共

有に関するルール作成や副反応に対する初期対応訓練が必要であり課題として残りま

した。この課題をもとに改善策を検討していき、追加（３回目）接種に活かしていき

たいと思います。 

今回は身体拘束廃止推進委員会の勉強会を要約した内容を発表させていただきま

した。日本では標準型車椅子の性質を正しく理解しないまま、漫然と使われている

ことが多い状況です。「坐らせきり」や「仙骨坐り」になっているのは、その代表

例です。標準型車椅子の歴史や問題点、対応方法等の知識を共有することは、より

質の高いケア提供のために重要だと思います。今後とも患者様・利用者様が安全に

車椅子を利用し、安心して過ごしていただけるよう支援していきます。 
 

「当院職員におけるアドバンスケアプランニングに関する実態調査」 
                              ホスピス病棟 看護師 田中宏美 

「外来での新型コロナワクチン接種への取組 
～安心・安全・円滑なワクチン接種を目指して～」  

 外来 看護師 伏見こず枝 

「標準型車椅子の基本知識と長時間坐位の危険性」       リハビリ課 作業療法士 室伏 充 
 

「日常業務を通じて感じる看護職・介護職としての 
やりがい感や達成感を共有できない阻害因子を明らかにする」 

介護医療院 看護師 小野雄大 
 介護医療院に転換して 3 年が経過した現在、体調を崩しても頑張っている職員や、休

みを返上して出勤している職員がいます。このように日夜懸命に頑張っているのに、な

ぜか達成感を感じられない。仕事が楽しいと思えない。そんな感情を抱いているのは私

だけでしょうか・・・？そこで、やりがい感や達成感を共有できない阻害因子を探るた

めにこの研究に取り組みました。 
職員 28 名を対象にアンケートを実施して、回答を求めた結果 26 名が回答しました。回

答結果から、実に７６．８％の職員が達成感を感じていないという事が分かりました。

その理由として、「時間に追われている」「評価されない」などといったもので、職員間

の意思疎通が図れていないことにより、業務整理がなされず、各々頑張っているがマン

パワーが分散していることが理解できました。今後ナラティブ（物語・語ること）を充

実させて、日々の看護・介護を振り返ることで、業務整理・業務改善をしていくことが

急務であると理解できました。 
 



 
 

 
 

 
      
   
                                     
 
 
 
 
 
 

 
 
  月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

  

午 前 内科（中原） 内科（北村） 
内科（中原） 

 
皮膚科（石地） 

内科（江藤） 内科(江藤) 

内科 
（第 2・5 岡部） 
（第 1・3・4 中尾） 

 
皮膚科 休 診   

  
午 後 休 診 休 診 休 診 

緩和ケア外来 
（江藤・中原） 

休 診 休 診   
  

太田有史 医師 ４月 ２日（土） 

河井正晶 医師 ４月 ９日（土） 

太田真由美医師 ４月１６日（土） 

福地 修 医師 ４月２３日（土） 

生玉梨紗 医師 ４月３０日（土） 

石地尚興 医師 ４月 ６日（水）・１３日（水）・２０日（水）・２７（水） 

 

毎週水曜日午前に皮膚科外来を行っていますので、 

皆さん是非ご利用下さい。 

 

外 来 担 当 表 

皮膚科外来予定表 

  
  編集 

後記 
 

緩和ケア外来は予約制 

 

５月以降の診察はHPにてお知らせいたします。 

もしくは、お電話にてお問い合わせ下さい。 

 

      
 
     4 月に入りいよいよ春の到来ですね。桜がきれいな時期ですが、私にとっては花粉症が辛い時期 

でもあります。辛い症状には、ルイボスティーやコーヒーがいいようなので試してみよう 

と思っています。次号もお楽しみに‼ 

 

「 Pain わらべ 」   

わらべは、国産小麦のみを使用し、こだわりの食材のパン屋さんです。場所

は御殿場のカインズホームセンターの裏道沿いにあります。一番人気の商品は

くるみるくボーです。ソフトフランスパンに、胡桃とミルク風味のクリームが

サンドされたスリムで食べやすいパンです。こじんまりとしたお店で、時間を

ずらして焼いた焼き立てのパンが所狭しと置いてありますが、どんどん売り切

れていきます。 
私のおすすめは、クリームパンです。トングで挟むときには、細心の注意で挟

んでください。焼き立ては感激の柔らかさです。早めに売り切れますので、予

約をおすすめします。苺クリームパンも絶品です～。期間限定商品なのでお急

ぎください。メルマガでお得情報も届きますよ。 
 

今回のおすすめ 

き 

紹介者 マリアの家 勝又美智代 

毎週水曜日の皮膚科外来について 

御殿場市萩原144-5 


